
価格妥結状況調査結果概要

１．調査内容
ア．(社)日本医薬品卸業連合会加盟の先発医薬品取扱卸６２社を対象客体として、全ての医療機関、薬局

との取引について調査を実施
イ．２０年７月、１０月、１２月及び３月の取引高（１ヵ月間）における妥結状況を薬価ベースで調査

価格が妥結したものの販売額（品目別販売本数 × 薬価）
妥結率＝ 販売総額（品目別販売本数 × 薬価）

２．調査結果
○医療機関・薬局区分別妥結状況（前回改定１年目との比較）

※ その他の薬局には２０店舗未満のチェーン薬局を含む。

（単位：％）

12月 1月 3月

18年 20年 改善 18年 20年 改善 20年 19年 21年

30.7 33.6 2.9 37.5 50.7 13.2 65.7 43.6 94.5

２００床以上 - 29.4 - 30.6 44.7 14.1 61.5 36.0 94.0

そ の 他 - 48.4 - 60.7 71.8 11.1 80.0 68.1 96.1

73.9 78.2 4.3 84.8 89.9 5.1 93.4 88.5 99.6

(46.8) (50.2) (3.4) (55.4) (65.7) (10.3) (76.3) (61.4) (96.6) 

8.5 30.4 21.9 14.4 68.9 54.5 85.0 19.0 99.7

47.4 51.1 3.7 62.2 81.0 18.8 88.1 70.4 99.3

(39.3) (46.8) (7.5) (52.9) (78.2) (25.3) (87.4) (60.8) (99.3) 

43.4 48.5 5.1 54.2 71.8 17.6 81.6 61.1 98.0

診 療 所

（医療機関 計）

チ ェ ー ン 薬 局
（ 20 店 舗 以 上 ）

そ の 他 の 薬 局

（保険薬局 計）

総 合 計

区 分

7月 10月

病 院

中医協 薬－６

２１． ５．２７
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平成１９年度

平成１９年度

        　  全品総価除外有   ７１．８％   　   ５０．２％　

資料： （社）日本医薬品卸業連合会提供

（１）単品契約　　　　　　　　 ４．３％　　　　　０．９％　　（１）単品契約　　　　　　　 １６．４％　　　　１８．１％　　

（２）総価契約　　　　　　　 ９５．７％　　　　９９．１％　　（２）総価契約　　　　　　　 ８３．６％　　　　８１．９％　　

　　　内訳　単品総価契約　　 ３１．６％　　　　４５．９％　  　　　内訳　単品総価契約　　　 ８．６％　　　  ３０．５％　  

　　　　　　全品総価契約　　 　３．２％　　　　　１．２％　  　　　　　　全品総価契約　　 ６４．１％　　　　５３．２％　  

２．調剤薬局チェーン（２０以上の店舗を有するもの）

取引先軒数に
占める割合

 売上高に占める
割合

平成２０年度
取引先軒数に
占める割合

 売上高に占める
割合

（２）総価契約　　　　　　　 ３１．４％　　　　５３．６％　　（２）総価契約　　　　　　　 ２６．４％　　　  ３９．４％　　

　　　内訳　単品総価契約　　 ２１．４％　　　　２９．０％　  　　　内訳　単品総価契約　　 １７．８％　　　　２１．４％　  

　　　　　　全品総価契約　　 　３．５％　　　　　６．４％　  　　　　　　全品総価契約　　 １０．０％　　　　２４．６％　  

        　  全品総価除外有   　５．１％        １１．６％　

取引先軒数に
占める割合

 売上高に占める
割合

平成２０年度
取引先軒数に
占める割合

 売上高に占める
割合

（１）単品契約　　　　　　　 ６８．６％　　　　４６．４％　　（１）単品契約　　　　　　　 ７３．６％　　　　６０．６％　　

総価取引状況について

１．２００床以上の病院

　　総価取引とは、複数の品目が組み合わされている取引において、総価で交渉し総価で見合うよう個々の単価を卸の判断により

　設定する契約（単品総価契約）又は個々の単価を薬価一律値引で設定する契約（全品総価契約）をいう。
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流改懇への流通改善状況報告（H20.11.5）後の国の取組について

1. 医療関係団体及び各都道府県等に対し、「医薬品に係る取引価格の未妥結及び仮納
入の是正について」（医政局経済課長通知）を発出し、残り約30％の未妥結先に対する
12月末までの妥結に向けた取組を要請（H20.11.17）

2. 公的医療機関本部等を訪問し、傘下の医療機関に対する通知の周知と12月末までの
妥結に向けた協力を要請（H20.11.18～11.25）

（訪問先）

恩賜財団済生会

日本赤十字社

全国厚生農業協同組合連合会

日本私立医科大学協会

労働者健康福祉機構

全国自治体病院協議会

国家公務員共済組合連合会 （訪問順）

3. 日本医薬品卸業連合会の地区会議（全国７地区）に参加し、卸売業者に対し、未妥結先
に対する12月末までの妥結に向けた取組と経済合理性に基づく価格の信頼性の確保
について協力を要請（H20.10.2～H2012.18）

4. 平成20年12月取引分に係る価格妥結状況調査を実施

5. 全国厚生労働関係部局長会議等において、公的医療機関に対する周知・指導を要請
（H21.1～3)

6. 平成21年 3月取引分に係る価格妥結状況調査を実施
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（参 考 ） 

 

医療用医薬品の流通改善に関する懇談会 

 

１ 趣旨 

 

 医療用医薬品の取引については、流通当事者間における自由かつ公正な競争の確保

等の観点から、平成７年２月に医薬品流通近代化協議会（厚生省薬務局長（当時）が

開催）が提言した「医療用医薬品の流通近代化の推進について」などを踏まえ、従来

より、様々な努力が重ねられてきたところであるが、未だ不十分は状況にある。 

 一方、近年、医薬分業の進展や卸売業の業界再編、IT 化の推進など、医療用医薬

品の流通に関する状況の変化がみられる。 

 こうした状況を踏まえ、平成 16 年度から厚生労働省医政局長の意見聴取の場とし

て、医療用医薬品の流通改善に関する懇談会を開催し、医療用医薬品の流通過程の現

状を分析し、公的医療保険制度の下での不適切な取引慣行の是正等について検討を行

うことにより、今後の医療用医薬品の流通改善の方策を検討している。 

 

２ 構成 

 

 構成については、別紙のとおり。 

 

３ その他 

 

懇談会の庶務は、厚生労働省医政局経済課において処理する。 

必要に応じ、参考人を招いて意見を聞くものとする。 

懇談会の効率的な運営に資するよう、必要に応じ、関係当事者による準備作業会合

を開催することとする。 
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（五十音順、敬称略）

氏　　名 団　体　役　職　等

飯沼 雅朗 （社）日本医師会 常任理事

伊藤　高人 （社）日本医薬品卸業連合会 流通近代化検討委員会 専門委員

上原　征彦 明治大学大学院教授 （グローバル・ビジネス研究科）

江口　博明 日本ジェネリック医薬品販社協会　会長

大塚　量 （社）日本医療法人協会　副会長

柏木　實 日本保険薬局協会　常任理事

加茂谷　佳明 日本製薬工業協会 流通適正化委員会 副委員長

小山　信彌 （社）日本私立医科大学協会　病院部会担当理事

佐藤　博 （社）日本病院薬剤師会　常務理事

◎ 嶋口　充輝 (財)医療科学研究所 所長

鈴木　勘次 日本ジェネリック製薬協会　流通適正化委員会 委員長

長瀬  輝諠 （社）日本精神科病院協会 常務理事

中谷　讓二 （社）日本歯科医師会 理事

　 西尾　憲一郎 日本製薬工業協会 流通適正化委員会 副委員長

禰宜　寛治 日本製薬工業協会 流通適正化委員会 委員長

平田　雄一郎 日本製薬工業協会 流通適正化委員会 常任運営委員

松谷　高顕 （社）日本医薬品卸業連合会 会長

○ 三村　優美子 青山学院大学 経営学部 教授

宮内　啓友 日本歯科用品商協同組合連合会 専務理事

宮川　信 （社）全国自治体病院協議会 副会長

森　宏克 日本製薬工業協会 流通適正化委員会 常任運営委員

森 昌平 （社）日本薬剤師会　常務理事

渡辺　秀一 （社）日本医薬品卸業連合会 流通近代化検討委員会 専門委員

◎座長　　○座長代理      

医療用医薬品の流通改善に関する懇談会名簿    
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